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抄録：歯科再生医療における大きな目標は、喪失した歯を再生により取り戻す「歯の再生治
療」である。歯の再生治療は、審美的にも、生理的、機能的にも完全な回復につながる新た
な生物学的治療技術として期待されている。外胚葉性器官のひとつである 歯は、胎児期の

上皮・間葉相互作用によって誘導された歯胚から発生する。現在までに、三次元的な臓器
や器官を人為的に再構築する技術開発は実現していないことから、歯を再生するためには
人為的な細胞操作によって歯胚を再生し、生物の発生シス テムを利用して再生歯を創り出
す戦略からすでに30年以上にわたり研究が進められてきた。

私たちは、正常発生可能な歯胚を再生するための三次元的な細胞操作技術である
「器官原基法」を開発した（Nature Methods, 2007）。さらに、この再生歯胚を成体の歯の

喪失部位へ移植することにより、再生歯が萌出、咬合し、骨のリモデリング能を有する歯根
膜を介して骨と連結機能すると共に、外部からの侵害刺激を中枢に伝達しうる神経機能も
再生することを明らかにした（PNAS, 2009）。また再生歯胚から歯と歯根膜、歯槽骨を有す

る再生歯ユニットを移植すると、骨性結合により生着し、再生歯胚と同様の機能を有するこ
とを明らかにした（PLoS ONE, 2011）。さらに最近、骨結 合型インプラント治療の改善にむ

けて、歯周組織を有するバイオハイブリッドインプラントを開発し、チタンインプラントと歯槽
骨を歯根膜で結合させ、歯の移動や近く の快復を可能とした（Sci. Rep. 2014）。 本講演で
は、未来の歯科治療としての歯科再生医療の実現に向けた基礎研究の戦略とその器官再
生医療の進展を紹介しその現状と課題を考察する。


